
第Ⅳ章 分析と考察

鹿角市内の奈良・平安時代の竪穴住居

1 はじめに

い)歴史時代の遺構の発見と紹介

鹿角市内に所在する奈良・平安時代の遺跡が始めて紹介されたのは枯草坂古墳である。枯草

坂古墳は明治34年 12月 、佐藤定吉氏によつて発見され、大正元年には県史編纂主任の長井行氏、

大正 8年には毛馬内出身で東洋学の権威である内藤湖南氏が現地踏査を行つている。この古墳

の構造については大正 2年、高橋建自氏が『考古学雑誌 3巻 8号』において発表 し、「り|1原石

積石の円墳であること、伴出遺物から奈良時代末から平安時代初頭のもの」と報告している。

枯草坂古墳から出土した勾玉 。ガラス玉などの遺物について国立東京上野博物館が保管してい

るほか、その後同地より出土したものについては秋田県立博物館、鹿角市教育委員会がそれぞ

れ保管し、県・市指定文化財となっている。

市内において初めて奈良 。平安時代の竪穴住居跡が発掘調査されたのは菩提野遺跡である。

この遺跡は、昭和26年 。27年の両年にわたり文化財保護委員会 (現 文化庁)が行った 「大湯

町環状列石」の発掘調査 (いわゆる国営調査)の一環として実施したもので、その目的は「環

状列石の構築時期解明」であつた。大湯環状列石については文化財保護委員会刊行の『大湯町

環状列石』や鹿角市教育委員会が昭和59年度 (第 1次調査)から平成15年度 (第20次調査)に

かけて行つた発掘調査をまとめた『特別史跡 大湯環状列石 (I)』 に詳しいが、菩提野遺跡の

調査は「大湯町環状列石」の影に隠れ、あまり注目を浴びることはなかった。

同報告書によると、昭和21年、後藤守一氏 。江坂輝弥氏が大湯町環状列石の調査をしている

際に「竪穴跡群がある、土師器を出土する。その年代が奈良時代前後のものであるらしい」こ

とを見学者から聞き、国営調査時に実現させたものである。

この遺跡は木村善吉氏にすでに紹介されていたらしく、それによると12個の竪穴が群をなし

ていたということである。 しかし、昭和21年時点で確認できたのは 6個で、そのうちの第九号

竪穴跡とした住居を国営調査時に精査している。当時、竪穴は現地形においても大きな窪みと

して確認され、これを覆 うように大湯浮石の堆積層が認められたと報告している。竪穴の形態

は方形を呈し、南壁にカマ ドがつくられたものであることが判明、ここで初めて鹿角市内での

奈良 。平安時代の竪穴住居跡の構造が明らかにされた。

その後、鹿角市内の発掘で奈良 。平安時代の住居跡の発見は昭年の「鳥野遺跡」や 「源田平

遺跡」の調査を待たなくてはならず、昭和54年以降の東北縦貫自動車道路建設に伴 う発掘調査

やその他の開発事業 。学校建設などによつて爆発的に検出例を増していった。
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これまでの調査によつて当該時期の住居跡が確認された遺跡は46遺跡にも及び、その検出

棟数は443棟 となつた。

(2)時代背景

奈良時代後半になると鹿角は、律令国家の発展と共にその支配下に置かれはじめ、その影響

を受けた文化が伝播される。

その代表的なものが鹿角市八幡平字小豆沢地区に鎮座する「大日霊貴神社 (大 日堂)」 に伝

わる「大日堂舞楽」である。この大日堂は養老 2年 (714)に再建されたものといわれ、この

とき都から出向いた楽人によつて神楽が伝えられたといわれている。周辺地域 4集落によつて

保存・伝承され昭和51年 5月 に「国指定重要無形民俗文化財」となっている。

また、時期が下り平安時代に及ぶと歴史書に鹿角 (上津野と書き記される)の名が見え始める。

『 日本後記』によると、811(弘仁 2)年 3月 20日 に、陸奥出羽安察使 文室綿麻呂は「爾

薩確・幣伊」の討伐を計画し、爾薩確の餘詳60余人を殺害したとされている。この爾薩催は現

在の岩手県二戸市仁左平付近と考えられ、餘詳とは残党という意味合いからすると餘藤殺害の

地は米代川上流 。安比川上流の範囲である鹿角を示すものと考えられる。

『 日本三代実録』によると、878(元慶 2)年 3月 15日 、帰I贋 した蝦夷が秋田城やその周辺

で民家を襲撃したことに端を発した「元慶の乱」では、政府は秋田城平定を目的に小野春風を

陸奥鎮守将軍として出兵させた。その途中「上津野村」に入 り夷件を説得し、その後秋田営に

入り鎮静した。このときに利用された街道は「陸奥路」といわれており、その街道筋が安比川

。米代川上流域にあたる。これが近世においては「鹿角街道」として、さらに現代に至っては

「国道282号線」として整備されていつたものと考えられる。

また、同年 7月 10日 の条に「秋田城下賦地」の記載がある。火内・野代 。河北 (第 31図 )と

ともに「上津野」の地名も12カ村のうちの一村として書き記されている。さらに大湯環状列石

がのる台地先端にある枯草坂古墳に隣接して「泉森」という地名が残されている。市史による

と明治 9年に「蝦夷森を泉森と改名」したという記載がある。

このように歴史書や地元に残された地名から奈良時代後半、鹿角は蝦夷の地でありながらも、

律令文化の伝播や蕨手刀・石帯等の出土から律令体制に徐々に組み込まれていく過渡期とみる

ことができる。

2.鹿角の自然環境

い)地 形

鹿角市は北東北のほぼ中央、日本海に注ぐ米代川上流域に位置し、北に国立公園十和田湖、

南に人幡平を配し、自然に恵まれた地域である。
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饂渕 炎照

地名対照

上津野=鹿角市

火 内=大館市・比内町
橿 渕=鷹巣町
河 北=琴丘町・山本町
大 河二人郎潟町
姉 刀=五城目町
堤  三井り|1町
方 口=若美町
腋 本=男鹿市
方 上=昭和町・天王町
焼 岡=秋田市金足
※ 合併前の地名を使用

蕨手刀出土遺跡

1:えぞが台古墳……1本
2:脇本飯町  ……1本
3:岩野山古墳群……2本
4:久保台古墳 ……2本
5:湯の沢 F‐25墓 …1本
6:小阿地古墳群……1本
7:石森(上中村)……1本
8:物見坂 I遺跡……2本

※新野直吉「古代史上の
秋田』に加筆

第31図 元慶の乱当時の蝦夷の村

鹿角盆地を貫流する米代り||は奥羽山脈の一峰である四角岳に水源を発し、岩手県安代町田山

地区を抜け、鹿角市八幡平地区に出る。ここで熊沢り||を合流し、流れを北に向け、毛馬内地区

で大湯川 。小坂川を合流し、その流れをさらに西に向け、大館盆地へと向う。

盆地を一望するとこれら米代川、大湯川等の大きな河川とこれらの支流が 「鹿の角」のよう

に入り組みながら流れており、その様子が地名になったという説もある。これらの河り||の浸食

によりつくり出され、舌状台地は盆地東側の奥羽山脈の西裾に発達し、標高150m～180mを測

る。大湯川左岸に形成された中通台地 (通称 風張台地)には特別史跡大湯環状列石や四角岳
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の西側裾野には市内でも大規模な歌内遺跡が所在する。

また、盆地西側は、森吉山を主嶺とする高森山地が縦横している。しかし大きな河り||が存在

しないためか舌状台地はほとんど存在せず、裾野先端に猫の額ほどの段丘地形が残されている

程度である。標高は200m～ 150mを測り、段丘には縄文晩期の遺跡である「東在家遺跡」が所

在する。

なお、鹿角市内の地形と地質については、本報告書第 I章 2にその概要を記載している。

(2)気 候

『秋田県史』によると秋田県全体は、「ケッペン」の気候区分では亜寒帯に近い温帯多雨気

候に属するといわれているが、ここ鹿角は亜寒帯の傾向が強いとされている。

資料的には古いが『秋田県気象65年報』によると最高平均気温は24度、最低平均気温は-3.1

度である。雪は沿岸部より多く最深降雪量は150cmである。

しかし、平成18年から19年にかけての冬期は降雪も少なく、その量は平年の約 7割程度で、

しかも冬日となる日も少なく暖冬であった。

また、風向は『鹿角市史』の資料をみると冬季には南西寄り、春～秋期には西寄りの風が多

く、年間を通して西風が多いことがわかる。平成15年 。16年の観察資料 (第 2表)がこれを物

語つている。年間を通じしかも夏場に東風 (やませ)が多いときは農作物が不作 (けがち)と

なるといわれている。

(3)遺跡を覆う堆積土

各遺跡を覆う堆積土は表土 (第 I層 )から地山までほぼ同じような堆積となっている。概ね

第 I層 :黒褐色土、第Ⅱ層 :黄褐色火山灰層、第Ⅲ層 :黒色土、第Ⅳ層 :暗褐色土 (地山まで

の漸位層)、 第V層 :黄褐色土 (基盤層)である。

黒色土中にサンドイッチ状に堆積する第Ⅱ層黄褐色火山灰層を『大湯町環状列石』では「大

湯浮石層」と命名した。地質学的には「十和田a降下火山灰」と呼ばれるもので、その降下範

囲は東北北部一円に及ぶが、特に人戸周辺に厚い堆積層を認めることができる。鹿角地域では、

噴出源に近いほどこの堆積は厚く、離れるに従ってその堆積は薄くなる傾向にある。

なお、噴火年代はこれまでの発掘調査例から平安時代中頃 。10世紀前半とされていたが、滋

賀県比叡山延暦寺の僧侶が残した『扶桑略記』の記事から、延喜15年 7月 (西暦915年 )と も

言われている。また、太田谷内館跡では、朝鮮半島 。自頭山を噴火起源とする自頭山・苫小牧

火山灰の堆積が十和田a降下火山灰の上にわずかに黒土を挟んで確認されている。

各報告書の文章 。表中で平安時代前半・後半と示しているものが見られ、これは大湯浮石降

下年を区分としたものと考えられる。
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第 3表 鹿角市の風向

※観測者及び観測地点 :鹿角広域消防組合毛馬内分署

※観察時間 :午前 9時、午後1時観察。午前 9時の風向きその日の代表的風向きとした。

※観測者及び観測地′点:鹿角広域消防組合毛馬内分署

※観察時間 :午前9時、午後1時観察。午前9時の風向きその日の代表的風向きとした。

◆平成 15年

月

風向

1

月

２

　

月

3

月

4

月

５

　

月

6

月

7

月

８

　

一月

９

　

月

１０

月

11

月

12

月

〈
口

計

割 合

%
東 1 3 2 6 3 1 1 41 11.2

南東 0 3 0 0 0 1 0 0

南 1 1 5 6 1 1 2 l 1 0 1 6.1

南西 4 4 4 1 4 1 4 10.1

西 6 9 6 30.1

北西 2 2 2 2 0 4 1 9.1

2 2 1 4 10.7

北東 1 2 4 0 0

無風 0 4 1 7 4 48 13.2

28 30 30 100.0

◆平成 16年

月

風向

1

月

２

　

月

3

月

4

月

５

　

月

６

　

月

７

　

月

８

　

月

9

月

１０

月

11

月

12

月

〈
口

計

害1合

%
東 0 1 2 0 4 5 1 2

南東 1 1 0 1 1 2 0 3 1 0 1

南 0 1 1 1 2 1 2 0

南西 3 4 4 4 2 1 11.8

西 9 7 8 140 38.3

1ヒフコ 4 4 2 1 4 32

1 3 0 1 3 4 0 24

北東 1 1 1 0 3 1 1

無風 7 2 1 5 3 7 4 10 4 6 15.7

30 30 100.0
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3 遺跡の立地と概要 (第32～ 34図 )

鹿角市内のいたるところには大小の河り||の浸食を受けて形成された舌状台地・段丘が発達し

ている。盆地東側、奥羽山脈の裾野には大きな舌状台地が、盆地西側には「猫の額」ほどの段

丘が広がっている。遺跡はその台地 。段丘の上に営まれている。

代表的な遺跡である「北ノホ I遺跡」では、次のような立地と住居配置 (第32図)と なつて

いる。遺跡の立地する台地は、奥羽山脈の一峰である四角岳の西側裾野に位置する。台地の南

側には米代川の支流である歌内沢川、北側には無名の沢が「鹿の角」のように入り込んでいる。

標高は200m～205mである。台地は台形状を呈し、南北100m× 東西60m～ 80m、 面積7,500ぷ

を測る。台地先端部から山際80m程のところに台地を区切る南北から入り込んだ沢 (報告書で

は大溝と呼んでいる)が入り込んでいる。竪穴住居は台地中央から先端に、掘立柱建物跡は台

地中央から大溝の間に多く分布している。

‐‐ヽ
ヽヽ
、＼　́　ｍ

コヽ

艶 〔 レ ー ミ

収録報告書より転載

第32図 北ノ林 I遺跡
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遺跡番号は第 4表～ 9表 に対応する。



レ

11)I

第34図  遺跡位置図 (3)
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4.遺跡占地の共通性

竪穴住居跡が確認された台地及び占地状況の共通点は次のとおりである。

① 現在の町並みが所在する沖積層よリー段高い舌状台地・段丘上に分布する。台地先端や

段丘縁に占地する。台地先端を区切るように堀や沢を入れ、集落を後方台地と分離するも

のもある。所謂「防御性集落」といわれるものが平安時代後半に姿を現す。

② 台地・段丘下に、飲料水の確保場所となる河り|はたは斜面に湧水がある。

③ 地形的な要因から景観が良い。

5.堅穴住居跡の観察

輌)平面形

確認された443棟のうち、方形を呈するものが374棟である。このほかに隅丸方形 (2棟 )、

長方形 (20棟 )、 略方形 (2棟 )、 隅丸方形 (1棟 )と報告されている。重複 。削平などによつ

て形態が不明なものが44棟で、基本的には方形を基調とする。

また、赤坂A遺跡第01号住居のように住居外に張り出した「出入 り口」的な施設を持つもの

もある。

(2)長軸規模と面積

第 9表は、長軸の規模を示したもので長軸301cm～ 500clllに 210棟 (48%)が分布するc長軸801

clllを超えるものは稀で 6棟 (1.3%)で ある。最も小さいものは柴内館跡 。第623号住居跡の225

cm、 最も大きいものは柴内館跡 。第450a・ b号住居跡の933clllで ある。

このうち奈良時代のものは、菩提野遺跡の第九号住居跡が長軸720cmと 最も大きく、それ以

外は中型のもので長軸600clllを超えるものは確認されていない。

第10表 竪穴住居跡長軸分布
(単位 :m)

軸

模

長

規

201-
300

301-
400

401-
500

501-
600

601-
700

701-
800

801-
900

901

以上

不明

計測値なし

棟数
108

(1)

102

(1)

64

(1)

34 15

(1)

67

(13)

比率 24.71 23 34 14.64 0.68 15.33

カッコ内は奈良時代の竪穴住居跡

第10表は住居床面積を示したものである。このうち262棟が記載されている。面積 11ピ～20

ピに104棟 (23.8%)を中心にその前後に集中する。最も小さいものは妻の神 I遺跡 。第132号

住居跡の5.05ピ、最大は高市向館跡 。第14号住居跡の77.1ぽである。面積記載がないが柴内館

跡 。第450a・ b号住居跡を単純計算すると推定で81ゴ、24.5坪強となる。
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歌内遺跡 。太田谷内館跡 。高市向館跡など多くの遺跡では40」以下に収まるが、北の林 I遺

跡のように41ゴを超えるものが高い割合を示す遺跡も存在する。このことからすると40ぷを境

に、それ以下を小型 。中型に、それ以上を大型、柴内館跡のように壁長 9m・ 面積80ゴ超は特

大ということができる。

第11表 竪穴住居跡床面積分布
(単位 :耐 )

積

模

面

規

10

以下

11～

20

21-
30

31～

40

41-
50

51～

60

61～

70

71～

80

81

以上

不明・計

測値なし
備   考

棟数
104

(2)

2 2

(1)

0 175

(14)

括弧内は奈良時代

の竪穴住居数

,ヒヨご 15.11 23.79 10.53 6.65 2.29 0 46 0 40.02

(3)柱配置

柱配置に関しては、基本的に次の 7つの配置 (第35図 )がみられる。

配置 1:住居四隅に柱穴が穿たれるもの。

長軸規模 3m～ 8m範囲のものに見られるが:4m～ 6五のものに集中する。中規

模なものから小規模の住居跡に使用される柱配置といえる。中ノ崎遺跡 S1117、

下沢田遺跡 S108が最大級で、中ノ崎遺跡 S1106が最小である。

2:住居四隅とその柱穴間に一個の柱穴が穿たれるもの

柴内館跡 S1450a・ 450bが最も大きく長軸9.33mを測る。長軸が4m～ 6m規模

のものに集中する。小規模なものから大規模なものに使用される柱配置であるが中

規模なものに多用される傾向にある。

3:住居四隅とその柱穴間に複数個の柱穴が穿たれるもの

用野目川向Ⅲ遺跡 S106が最も大きく長軸8.00mを測る。長軸規模 6m～ 8mに集

中し、中規模なものから大規模のものに多用される傾向にある。

4:住居四隅とその対角線上に柱穴が穿たれるもの

高市向館跡 S114が最も大きく長軸9.36mを測る。 5m以 下のものはなく9m以上

を測るものまで切れ目なく存在する。 7m規模のものに集中し、大規模なものに多

用される傾向にある。

5:対角線上に配置されるもの

地羅野館跡 S103が最も大きく長軸6.80mを測る。 4m～ 7mの 中規模でもやや大

型ものに使用される傾向にある。

6:配置 3と 配置 5の要素を持つもの

赤坂 B遺跡 S107が最も大きく長軸7.20mを測る。長軸 6m以下のものは存在しな
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い。中規模から大規模のものに使用される4LI向 にある。柱配置から最も上屋を乗せ

る構造として強固な造 りと判断される。

7:柱穴が確認されないもの。または柱穴 (柱穴状ピット)は確認されるが、配置が定

かでないもの

数量的に圧倒的に多い。上屋を持つためには柱穴は不可欠なものである。

床面や壁際で数個の柱穴が確認されるが配置が特定できないものがあり、精査の際、

見落としたものもあつたものと考えられる。

8:その他

壁外に柱を持つものがある。

第12表 柱配置ごとの数量

柱配置 配置 1 配置 2 配置 3 配置 4 配置 5 配置 6 酉己i呈 7 配置 8

棟数 9 7 5

配置 ¬ 配置 2

第35図 柱配置模式図
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第13表 住居跡の規模と柱配置

3m以下 4m以下 5m以下 6m以下 7m以下 8m以下 9m以下 9m以上 規模不明

配置 1 11 2 2 2

酉己甚塁2 6 1

配置 3 1 4 9 4 6

配置 4 2 4 3 1

酉己モ呈5 1 3 2

配置 6 1 4 2

(4)カ マ ドの位置 (主軸方向)

一棟に複数のカマ ドが付設されているものもある。最も多くカマ ドが造られた住居は下乳牛

遺跡02号住居で 4基 (期 )である。カマ ドーつ一つを一棟としてその数値を拾い上げていくと

総数456棟 となる。このうちカマ ドが併設されるもの317棟、地床炉 8棟、不明・確認できな

かつたもの131棟である。

カマ ドは壁際に位置する。柱状の川原石を袖部 。天丼部の心材とし、これに粘土を貼り付け

たものが大半を占める。煙道部は短く屋外に立ち上がる所謂「関東型」と呼ばれるものが多い。

煙道部が長く半地下式のものや トンネル式の「東北型」と呼ばれるものもあり、半地下式のも

のとしては高市向館跡第31号住居跡、 トンネル式のものは下乳牛遺跡第02号住居跡で、煙出部

には底部が欠損した甕形土器が設置されていた。

本来、壁際に付設されるものであるが、下沢田遺跡第04号竪穴住居のように煙道を持たず、

カマ ド本体のみが壁際から離れて付設されるものもある。

カマ ドの付設される位置を確認すると、南壁に付設されるものが207棟と圧倒的に多く、こ

れに見せかけの南壁 (南東壁)を加えると222棟となる。これに続くのは東壁で、西壁 。北壁

は極端に数値が/1ヽ さくなる。

集落を構成する住居跡で、最も南壁にカマ ドが付設される割合が高いのは、北の林 I遺跡・

北の林Ⅱ遺跡・赤坂A遺跡であり、まとまりを見せないのが高市向館跡・中の崎遺跡である。

これら集落の営まれた台地を観察するといずれも奥羽山脈の裾野に広がり、河川によつて形成

された西側に延びた舌状を呈する台地で、特異な地形的な変化は認められない。

以前、カマ ドが作られる位置を風向き 。規制の有無によるものか検討した。風向きについて

は平成15年 。16年 (第 2表)と 当時 (奈良 。平安時代)の風向きについては比較しようがない

が、風向きは西 。南西側が数値的に多い。単純に考えていくとカマ ド燃焼部で火が焚かれ、発

生した熱や煙は煙道 (煙突)を通り屋外と排気される。南壁にカマ ドが付設された場合、南風

が吹くと煙道にその風が入り込む可能性は高く、熱や煙は室内へと流れ込む結果となる。平成
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15年度・16年度の観察によると南風が吹く回数は少なく、このようなことからカマ ド構築場所

は風向きと関連している可能性が高い。

第14表  カマ ドの位置   上段 :棟数 下段 :割合%

東壁 南東壁 南壁 南西壁 西壁 北西壁 北壁 北東壁 床面 不 明

4

13.15 3.29 45.40 2.42 2.85 0 0.86 1.72 28.78

(5)出 土遺物

出土遺物としては、土師器、須恵器、木製品、鉄製品、石製品が出土している。

土師器には杯、甕、鍋の器形が見られる。不は非ロクロ成形とロクロ成形の二通りが見られ、

いずれにも黒色処理が施されたものもみられる。また、小平遺跡からは「寺 。日願」と墨書さ

れた不が出土しており、平安時代前半にはすでに鹿角の地に仏教が伝播していたことをうかが

い知る事ができる。甕は長月同のものとずんぐりしたものがあるほか、把手付土器がみられる。

丸底の不には長胴のもので、頸部に段を有した甕が伴つている。また、底部に特色を持ったも

ので 「砂底」と呼ばれるものも存在する。

現在、市内で最も古い時期に当たるものは物見坂Ⅲ遺跡 (鹿角市教委調査分)、 小枝指館跡

出土のものである。

須恵器には不、甕、壺、皿の器形が見られ、出土量としては甕が多いものと考えられる。歌

内遺跡からは須恵器甕胴部破片を利用した硯 1点が出土している。地羅野館跡や赤坂A遺跡か

らは「五所り|1原産」の特徴をもつたものも出土している。

木製品の出土量は極めて少なく、中の崎遺跡・下乳牛遺跡から櫛各 1点、下平L牛遺跡から皿

が出土している程度である。

鉄 。鋼製品には蕨手刀、紡錘車・刀子や帯金具がある。蕨手刀は物見坂 I遺跡で検出された

古墳周涅より出土したもので、石井分類のⅡ類にあたる。

石製品には砥石・石帯 。がある。

(6)構築 (廃棄)時期

歴史時代の遺構の構築・廃棄時期を知る上で大湯浮石層の存在がある。

大湯浮石の降下年は『扶桑略記』の記事から、延喜15年 7月 (西暦915年 )と言われており、

少しずつであるが実年代が明らかにされている。

遺構確認の際、浮石層上面で遺構確認を行 うと浮石層を切つて構築されるもの、浮石層を除

去すると窪地に浮石が堆積しているものが観察される。原則的に前者は浮石降下以後、後者は

降下前に構築されたものと判断し、前者を平安時代後半、後者を前半と表記しているものが多
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い 。

遺構の構築 。廃棄時期については、大湯浮石を鍵層としながら、出土遺物や重複関係、さら

に他遺跡の調査事例を参考に時期を決定する必要がある。

6.鹿角市内の奈良・平安時代の竪穴住居跡の特徴

鹿角市内で発見された奈良 。平安時代の竪穴住居の特徴を列記し、まとめとする。

輌)占地の共通性

舌状台地 。段丘上に所在し、しかも台地・段丘縁に占地する。現在、市街地が所在する沖積

地からは当該時期の集落は確認されていない。平安時代後半になると台地を区切るように堀を

入れ、その中で生活を営む所謂 「防御性集落」が出現する。

(2)平面形

方形を基本とする。出入り口状の施設を有するものもある。

(3)柱配置

柱配置には 8つのパターンがみられる。配置 1が最も多いが、四隅に配置された柱で上屋を

支える構造となっている。小規模な住居であれば上屋を支える強度を持つものと考えられるが

壁長が 7m以上を測るものがある。桁を支えるには柱間隔が余 りにも広く、四隅の柱間に存在

していた柱若しくは痕跡を見逃していた可能性を指摘できる。

(4)カ マ ドの位置 (主軸方向)

南壁もしくは見せかけの南壁 (南東壁 。南西壁)に付設されるものが多い。カマ ド袖の芯材

として一般的には川原石を用いている。土器破片を心材とするものや地山を掘り残し袖部とす

るものは極めて少ない。

煙道は短く壁外に短く立ち上がるものと、煙道が長くトンネル式又は半地下式のものがある。

後者には川原石や自色粘土を用いるものや煙出部に土師器甕を設置するものも見られる。数量

的には前者が圧倒的に多い。

(5)出 土遺物

遺構内 。遺構外からの出土量は他地域と比較し、少ないものと考えられるが、土師器、須恵

器、鉄・銅製品、木製品、石製品と各種である。

(6)構築 (廃棄)時期

大湯浮石層 (十和田 a降下火山灰)を鍵層としている。この鍵層があるためか時代決定は大

まかになっているところがある。土師器・須恵器の編年、他遺跡の調査事例と照らし合わせ、

時代・時期を決定していく必要がある。

(藤井安正 )
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